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概要　応用磁気関連で最大規模の国際会議 INTERMAG 2005 が，平成 17年
4月に名古屋で開催された．日本学術振興会外国人招へい研究者として英国か
らMohammed Zaki Ahmed 博士が来日し，約 1ヶ月の間に，愛媛大学，東北
大学，秋田県高度技術研究所を訪問し講演等を行った．これらの予定の中に幸
運にも，4月 25日と 26日にAhmed博士の新居浜高専への来校も含まれ，新
居浜高専の専攻科学生に対して外国人研究者に直接接する機会を提供すること
ができた．

1 はじめに

最近，多くの高専 (専攻科)が日本技術者
教育認定機構 (JABEE)の認定を目指し，あ
るいは既に認定を受けている [1]．JABEE
認定のためには，国際的に通用するコミュ
ニケーション基礎能力が教育プログラムの
教育目標に含まれていることが必要である．
新居浜高専では英語学力強化対策委員会

を組織し，全学的に英語教育の向上に取り
組みはじめている．そのような状況下で，
今回，新居浜高専の専攻科学生に国際交流
の一例として，幸運にも，外国人研究者と
して Ahmed博士による生の英語講演に接
する機会を与えることができたので，その
経緯と内容について報告する．

2 オーディオビジュアル教室

新居浜高専では，平成 8年度に衛星通信
大学間ネットワーク (SCS)を設置し，平成
9年度から運用している．専攻科棟の一室
を改装し，44名を収容できるオーディオビ
ジュアル教室 (AV室)として，SCSを利用

できる環境が整えられた [2]．その後，専攻
科AV室の管理を情報教育センターが行う
ようになり，SCSだけの利用ではなく，多
様なマルチメディア教材を利用できるよう
整備され，専攻科AV室の稼働率が上昇し
ている．また，専攻科AV室の予約状況が
Web上で確認できるシステムも運用される
までになった．

3 情報記憶技術

現在，ハードディスク装置 (HDD)は，パー
ソナルコンピュータの周辺記憶装置として
重要な役割を果たし，記憶容量も年々増え
ている．HDDの記録密度は，1990年代ま
では 10年間で 10倍の割合で順調に伸びて
いた．HDDを支える磁気記録技術に対し
ては，以前より限界が近いといわれながら
も，当時，新しい技術として磁気抵抗効果
を利用したMRヘッドや PRML方式とよ
ばれる信号処理方式を採用することにより，
10年間で 100倍を超える急激な記録密度の
上昇を達成した [3]．
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日本でも，磁気記録に関する研究は古く
から盛んに行われている．次世代の磁気記
録技術として注目され，最近ようやく製品
化が発表された垂直磁気記録技術は，東北
大学電気通信研究所で提案された [4]．また，
磁気記録の信号処理技術の理論的検討につ
いては愛媛大学において約 20年前から続
けられていた [5]．HDDの高密度化に関す
るプロジェクトも最近実施された [6]．
一方，海外において，HDDに関して米

国の IBM社が実用化の先端を進んでいる
が，ヨーロッパでは，英国プリマス大学に
ある情報記憶技術研究センター (Centre for
Research in Information Storage Technol-
ogy)も，情報記憶技術に関して盛んに研究
を行っている [7]．

4 在外研究

1990年代，筆者はたまたま，ディジタル
磁気記録における信号処理方式に関する研
究を始めることになる．幸運にも，平成 12
年度文部科学省在外研究員として 10ケ月
間英国プリマス大学で研究を行う機会を得
ることができた [7]．
当時，Ahmed 博士は，大学院の学生で

あったが，垂直磁気記録チャネル，信号処
理方式に関する議論を交え，親交を深めた．
そして，筆者が帰国した後も，その関係は
続いている [8],[9]．

5 INTERMAG 2005

INTERMAG (International Magnetics
Conference) は，応用磁気に関して世界

最大規模の国際会議として知られている [10]．
過去，日本においては1972年に京都で，1987
年に東京で開かれたのみであった．今年2005
年 4月の INTERMAG 2005 は，名古屋に
おいて，3度目の日本国内での開催となっ
た [11]．

6 学術振興会短期招へい研究者

久しぶりに日本で開催される INTERMAG
2005への参加のために来日を希望するAhmed
博士に応じて，愛媛大学が中心となり平成
17年度日本学術振興会外国人招へい研究者
(短期)に申請を行った．表 1にその予定の
概略を示す．
これまでの経緯より，運よく，新居浜高

専の専攻科学生に対する講演授業も予定の
中に含まれ，その後，同申請が認められた．

表 1　来日中の行動日程
4/1(金) 来日
4/4(月)～8(金) 名古屋国際会議場
4/11(月)～15(金) 愛媛大学
4/18(月) 東北大学
4/19(火),20(水) 秋田県高度技術研究所
4/21(木),22(金) 愛媛大学
4/25(月),26(火) 新居浜高専
4/27(水) 愛媛大学
4/28(木) 離日

7 平成17年4月25日 (月)

様々な偶然が重なり，Ahmed 博士が新
居浜高専に来校することになった．

Ahmed 博士との事前のやりとりで，新
居浜高専では，他大学等の大学院生や研究
者向けではなく，さらには，電子工学専攻
のみでなく，生産工学専攻，化学工学専攻
の専攻科学生も参加できるように，学部学
生低学年向けの，磁気記録技術に興味を持
たせられるようなより一般的な話題でとい
う希望を伝えると，Ahmed 博士は快く応
じられた．

Ahmed 博士による講演は，平成 17年 4
月 25日 (月) 10:30–12:00に専攻科棟AV室
で，新居浜高専の専攻科生に対して行われ
た (図 1)．こうして，ほんの 1例であるが，
新居浜高専の専攻科学生に国際交流の一機
会を提供することができた．
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図 1　　Ahmed 博士を迎えて

図 2　　HDDのヘッド浮上量

図 3　　プリマスの位置

図 4　　クリーンルームの職員 (忍者?)

図 5　　サメにも信号処理技術

以下に，当日の講演の様子の一部を簡単
に示す．磁気記録技術への興味を学生に持
たせるように，HDDのヘッドをジャンボ
ジェット機の大きさと対比させて説明した
り (図 2)，プリマスはロンドンから南西へ
飛行機で約 1時間の所に位置するとか (図
3)，時にはユーモアを交えて，プリマス大
学のクリーンルームの職員を忍者に見たて
る (図 4)など，やさしい英語を用いた 90分
間の講演であった．それでも，少し専門性
が高くなり学生の興味が薄れかけたところ
に，突然サメが表れ (図 5)，学生の注意を
ひきつけたりもした．これは，海洋研究と
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の共同研究により，サメの生態の研究のた
め，信号処理技術が利用されているとのこ
とであった．
最後に質疑応答では，HDDの高密度化

を実現するためには，電気電子系だけの技
術では不可能で，機械工学，材料工学，工
業化学など様々な技術が必要不可欠である
と力説された，いろいろな専攻の学生が磁
気記録技術への興味を抱くようになれば幸
いである．

8 まとめ

今回，このように新居浜高専の専攻科学
生に外国人研究者と直接交流する一機会を
提供できたのは，たまたま様々な幸運が重
なったことによるところが大きい．従って，
今回の発表は，継続的あるいは計画的な国
際交流事業などには，直接結び付かないか
も知れない．しかしながら，Ahmed博士と
の関係は現在も続いているので，今後，何
らかの別の機会が訪れることを期待したい．
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